
環境カウンセラー千葉県協議会の設立総会開催

圏環境カウンセラー千葉県協議会、発足の経緯

環境カウンセラーは、環境庁が1996年に制定した

制度で、環境保全に関する専門的な知識や豊富な経験

を有し、その知見や経験に基づき市民やNGO、事業

者など様々な主体の環境保全活動に関する助言を行う

人材として、環境庁の実施する審査を経て認証される。

97年3月、1期生として千葉県内では68人が登録さ

れた。

昨年9月、環境庁が実施した研修会で、県内カウン

代表挨拶小角

セラーから、県単位の協議会が必要との意見が出て、

設立の準備が進められ、56名の参加を得て、1998

年2月8日、環境カウンセラー千葉県協議会の設立総

会が、千葉市中央区の東京電力ホールで開催された。

当日は、設立発起人代表である有馬富穂氏によって、

経過報告、規約の説明と質疑及び採決、運営委員の紹

介と承認などが滞りなく進められた。その後、代表と

して遠出・承認された小角浩氏から、設立宣言と挨拶、

そして平成10年度活動計画などが説明された。引き

続き、参加者の自己紹介及び懇親会を行い、非常に和

やかな雰囲気の中で設立総会に幕が降ろされた。

ナス面が、いっしか浮上し、気がついたと

きには簡単に除去できぬ問題として顕在化

してきた事例には古くは産業公害から、最

近では環境ホルモンの問題など、枚挙のい

とまがありません。

環境問題は、気がついたときには既に手

後れだとも言われますが、批判のみに明け

暮れたり、手をこまねいているだけでは問
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私たちは、日光、大気、水、動植物などとともに自

然を構成し、また、その恩恵をうけて文明を築いてま

いりました。しかしながら、生活の利便を追うあまり、

ややもすれば自然の尊さを忘れ、自然の仕組みの微妙

さを軽んじ、自然は無尽蔵であるような錯覚から、資

源を浪費し、自然の調和を損なってきたようです。

人類の幸せを巨指して開発されてきた科学技術により、

明るく大きな効果がもたらされた反面、残念ながら、

ケースによっては、始めは秘に深く沈殿していたマイ

夕、情報を共有し、検討を重ね、対策を立てあいなが

ら、今できることから手をっiナていかねばならない時

期にいたっております。

私たち一人一人の力は小さくとも、メンバーがそれ

ぞれに持つ知識、技術、経験を生かし、多様性ある思

考集団として、社会貢献の一助を目指し、来るべき

21世紀の門へ適ずる道を照らすかがり火の一つとな

るよう、この協議会をともに育ててまいりたいと考え

ます。
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千葉県環境部長　　白戸　章雄 靡
21世紀を目前に控え、豊かな自然を守り、環境問

題を解決していくためには、私たち一人ひとりが日々

の生活様式やその中で関わっている事業活動を環境に

やさしいものに変えていくことが必要であり、大量生

産・大量消費・大豊廃棄型のライフスタイルを見直すこ

とが求められています。

本県においてもこのような観点から、平成8年度に

策定した「千葉県環境基本計画」の中で、「みんなが

参加する取り組み」を理念のひとつとして掲げており

ます。環境問題の解決にむけ、思いを同じくする市民・

事業者・行政など立場の異なる主体がパートナーシッ

圃環境カウンセラー千葉県協議会規約（抜粋）

1名称および事務局　⑳⑳⑳⑳○倫8

本会は、「環境カウンセラー千葉県協議会」と称し、

事務局を（千葉市若菜区桜木町627－2村上利子宅）

に置く。

2　巨∃　　的　⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

本会は、会員がそれぞれに持っ、環境保全に関する

専門的な知識・経験に基づき、市民、市民団体、事業

者、教育・行政機関等、各主体とノヾ－トナーシップを

形成し、環境保全活動の推進に貢献することを目的と

する。

3会　　員　⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

本会は、環境庁の審査に合格し、登録された「環境

カウンセラー」のうち、千葉県に居住、または在勤し、

本会の目的に賛同した者をもって会員とする。

6活　　動◎砂金⑳◎⑳㊧

本会は、設立の趣旨に沿い、次の活動を推進する。

1）各地域、各機関での、環境に関するシンポジウム、

フォーラム等を支援する。

2）会員の相互研蜜のための研修と情報交換を行う。

3）環境保全活動の諸問題に対応する相談窓口を設置

する。

4）環境に関する他の団体との連携を図り、情報交換、

協力関係の構築を図る。

5）その他、会の設立趣旨に沿った活動を企画し、実

施する。

プを築き、情報交換をし、ともに学びながら手を携え

ていくことは、大きな成果を生むと期待されます。

この度、新たに設立された「環境カウンセラー千葉

県協議会」は市民や市民団体、事業者など様々な主体

の抱えている諸問題やニーズに対して環境保全活動に

関する助言などを行う県内の環境カウンセラーの方々

が集まり、各主体とパートナーシップを築きながら環

境保全活動の推進に貢献することを目的に設立された

もので、県としましても、環境保全に関わる取り組み

が一層促進されるものと期待しておるところでありま

す。

パートナーシップの構築に向け、今後の皆様のご活

躍を祈念いたします。

7会　　議　⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

1）総会は、年1回開催し、活動報告および収支報告、

活動方針および収支計画、規約の改正その他運営

委員会が必要と認めた事項を審議、議決する。

2）総会は、代表がこれを招集し、会員の2分の1以

上の出席をもって成立し、委任状の場合は、これ

を出席とみなす。

3）総会の議事は、出席会見の2分の1以上の同意を

もってこれを決する。

4）本会の円滑な運営を図るため、運営委貞会を、年

2回以上開催する。

8会　計　㊧⑳⑳翰㊧●⑳

本会の運営に要する費用は、会員が負担する。

1）会員の年会費は、3，000円とする

付則　本規約は、平成10年2月8日から運用する。

■組織図



総務部　　龍谷　公男

t平成10年度事業計画

・′　　ご

平成10年度は、設立初年度にあたることから、組織

基盤を固めつつ設立趣旨に沿った各種事業を実施する。

このため、多くの軍楽計画は立てないが、今後の当

協議会の主軸となるべき事業の基礎をしっかりと作り

上げていく。

1．情報誌の発行

会員相互の情報交換、環境情報・環境イベント等

の紹介を行う。

2．研修会の実施

会員の技術研蹟並びに親睦・情報交換の場として

年2回研修会を実施する。

3．環境カウンセリングの実施

環境相談に対するカウンセリングを実施する。

4．設立総会の開催（平成10年2月8日開催済）

■平成10年度予算

（平成10年l月l目～平成10年12月3】日）

1．収入の部　　300，000円 ��

会費収入　70人×3，000円 �#���3���冷�

カウンセリング収入謝金等 都��3���冷�

雑　収　入　寄付金、その他 �#��3���冷�

2．支出の部　　300，000円 ��

広報誌作成　3回×20，000円 田��3���冷�

送料80円×70人 �#��3���冷�

通　信　費　切手代他 田��3���冷�

消耗品費1式 鉄h�3���冷�

会場使用料1式 �#��3���冷�

印　刷　費　資料作成費等 鉄��3���冷�

茶菓子代1式 ����3���冷�

予　備　費1式 �#8�3���冷�

国璽

企画部会の活動方向　田遵　敏雄

発足した環境カウンセラー千葉県協議会は、今まき

に前進しようとしています。特に企画部会の茸任重大

です。

初年度は相互研鎖の場として、研修を2回開催いた

します。内容は環境関連の今日的な諸課題を解決する

取り組みを事実に即して話していただく予定です。

さらに部会内に各自治体及び関係機関との連携と連

帯を推進する方向で環境に関わる技術開発グループを

立ち上げ、広報などを通して積極的に提案、提言して

いきたいとの考えもあります。会員の皆さんの参加を

お待ちしています。

会員の皆さんが創意工夫した活動を取り入れ、多く

の皆様方に理解されますよう努力します。積極的な発

言を期待しています。

広報部　　佐藤　素子

環境カウンセラーは広くその存在をPRすることが

大切です。

そのため、広報部では各カウンセラーへの情報提供

と広く社会への働きかけを目的に「広報環境カウンセ

ラーちば」の発行を季刊で行い、カウンセラーの他、

県内自治体、関連団体などに広く配布したいと考えて

います。初年度は3回の発行を目指します。

内容は当協議会の研修会などの活動紹介の他、カウ

ンセラーの専門性を生かした最新技術やトピックスの

解説、自治体の動きなど。皆様からの情報提供や投稿

をよろしくお願いいたします。

また、／ヾソコン通信を利用して他県の環境カウンセ

ラーとの情報交換を行います。

第1回研修会は環境汚染物質の測定技術とその周辺の話題について、また次世子

と言われているガス化溶融炉の技術紹介がテーマです。

会員外の方も参加していただけます。多くの方々のご来場をお待ちしています。

日　時1998年5月24日（日）13時～

ゐ　彗竺警苧讐力干撃攣苧▲（チ警讐隣）
内　容　第1部13：10～14：20　辻川　毅氏（事業者部門96112025）

「大気・水質汚染物質の測定技術について」お

智　　　　14‥20～15：30板谷真横氏（事業者部門96112005）
b　　　　　　　　　　　　　　　　　「環境にやさしい、次世代のごみ処理技術について」

せ　　　　　第2部15：40～16：10　2期生の自己紹介

16：10～17：30　懇親会

参加費　第1部　500円　　　第2部1000円



一丁lJこ予了二：〇　・紗少

環境ホルモン
同義語：内分泌撹乱化学物質

・エンドクリン（［ndocrine）

：ホルモン作用性化学物質

：EnvfromentaZ Endocrine Disrupto「es

1940年代に、既に北アメリカ五大湖周辺で、有槻

塩素系等の化学物質による汚染が原因と見られる野生

動物の繁殖力の低下，地域住民の特異な疾病（癌等）

が増加している事が指摘された。1962年レイチェル・

カーソンが「沈黙の春」の中で化学物質による問題を

提起した。

その後、80年代になってある種の化学物質（例え

ば、DDT及びその代謝物、アルキルフェノール顆、P

CB類、ダイオキシン類、有機スズ等）は、生体の内

分泌系のバランスを狂わせる可能性が高いことが明ら

かになった。

1991年、、内分泌を撹乱させる化学物質〝の野生動

物、実験動物及び人への影響について世界的に次の見

解が示され、エンドクリン、環境ホルモンなどの総称

で呼ばれるようになった。

1．これらの化学物質は、生体内で女性ホルモンと類

似の作用、抗男性ホルモン作用などのホルモン等の

内分泌を撹乱させる作用を持っ。

2．多くの野生動物はすでにこれらの影響を受けてい

る。

3．これらは人体にも蓄積されている。

以降欧米では、これらの化学物質について活発に研

究検討が進められ（日本は遅れている）、96年魚類の

発達と生殖に関する報告書が纏められた。

96年USAで発刊された「Our Stolen Future（盗

98　年　度

代　表：小角　　浩

副代表：神藤　貰、村上利子
総務部：龍谷公男、長沼　明、品川芳二郎

まれた未来）」には、環境ホルモンによると思わ

れる多くの事例が示され、ゴア副大統領が序文で

「沈黙の春」に続く重要な報告と紹介し、関心を

集めた。

この様な背景で、USAでは、96年「食品品質

保護法」、「修正飲料水安全法」の改正がなされ、

EPAでは、内分泌撹乱の可能性ある化学物質の

スクリーニングを3年以内に実施、OEC］〕ではテスト

ガイドラインの開発に着手し、加盟国に調査票を送付

し回答を求め、状況の取り纏めを行なっている。そ

の後WHO、EPA、UNEP、NAS等で研究目録が作成

され、国際機関を通じた推進がおこなわれている。

日本では1997年3月に「外因性内分泌撹乱化学物

質に関する研究班」が組織され同年7月に中間報告が

取り纏められ報告された。その中で国際的研究目録

（インベントリー）の充実や、ワークショップの開催、

共同研究の必要性が急務であり、国としても横極的に

進めて行く事としている。

記　辻Jll　毅　㈱堀場製作所技術情報室

二1 環境の日、環境月間

1972年6月5日からストックホルムで開催された

「国連人間環境会議」を記念して6月5日を環境の日、

6月を環境月間とし、多くの自治体で環境講演会や、

環境フェアが開かれる。

千葉県では当日の県環境研究所や水質保全研究所の

公開や、6月13、14日韓張メッセでの環境フェア、

6月24日に青葉の森芸術文化ホールで美しいふるさ

とづくり運動推進県民大会などが予定されている。ま

た千葉市では6月4日に記念試演会や、環境問題のビ

デオ上映会が企画されている。

運　営　委　員

企画部：田退　敏雄、有馬　富穂、田中　茂

広報部：佐藤　素子、大山長七郎、重中　書博

監　事：荒野　吾也、贋川　一男

環境カウンセラー千葉県協議会会報　創刊号 
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環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さいっ

夏に想う

今年の日本列島における季節の移ろいは、例年に比

べ2週間から20日ほど早いといわれている。自然地

では歴然としているその差が、都市生活では余り意識

されないのは、それだけ自然と疎遠な生活を営んでい

るからであろう。

この十数年、年に数回尾瀬を訪れてきた。植物の季

節的住み分けから見ると、雪の多かった－一昨年と今年

では、俊に1ケ月の差をもって展開されているのただ

でさえ花付きは牢によるパラつきが見られるが、気候

的変調が加わると、個々の植物はそれぞれに対応して、

息を潜めたり、ここぞとばかり個体数を増して生育す

るなどフレキシブルに対応している。
－一般的には弱いと言われる湿原植物も、法外としぶ

とい一面を持っているからこそ、今日まで耽代を堅ね

てきたのであろう。知ったつもりでいても、私たちの

知っているのは、自然のごく一一掛こすぎないと思うこ

代表　　小角　浩

とがしばしばである。

この夏もまた．内外の国致二公園など自然地の幾つか

を訪ねてみた。昨今では、ビジターセンターにおける

展示などは、国立公園の先進地、アメリカのそれに匹

敵するくらいだが、彼我の自然公園利用を比較すると、

「atOⅥWRISK」と受益者負担、ボランティア活動

の普遍化について未だかなりの差があることを意識

せざるを得ない。

本施議会も発足以来半年、メンバー各位、とりわけ

設立当初の運営委員、監準を引き受けて下さった面々

のボランティアシップに支えられ、ジェット機ほどの

急上昇でないにせよ、安定飛行高度における巡航速度

に達すべくなお努力中である。

初年度後半に向けて、メンバー各位の協力のもとに、

より積極的に、多方面にトライして参りたい。

第1回研修会開催される　　～最新の技術府介が好評～

大気・水質・汚染物質の測定技術

環境カウンセラー一千集県協議会として初めての研

修会を、平成10年5月24日（日）午後、東京電力

（株）干葉支店において開催し、42名の参加があっ

た。

第1テ一一マは辻川毅氏によるr大気、水質の測定技

術についてJで、環境行政の動向から始められ、各種

測定技術（有脊化学物質、水質、大気、pH、導電率、

環境にやさしい次世代のごみ処理技術

酸性雨）など概説された。実務的内容として合併処理

浄化槽、生活排水対策、河川水等の試料採取と評価方

法などの資料も配布された。pH測定器を持参され、

正しい測定法にも言及されたため、学校の先生などか

らも質問があり、有益であったとの意見が多かった。

第2テーマは板谷真横氏による「熱分解溶融方式に

よるゴミ処理システム“三井リサイクリング21”J。
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1984年ドイツでシーメンス社が開発を開始し、94年、

三井造船が技術導入をし、2年半横浜市で実証試験を

実施し、廃棄物研究肘闇より技術評価番を得た。特長

はゴミの熱分解，分別、高温燃焼、灰溶融の3元1

体処理であり、そのためエネルギーの有効利用率が高

く、有価物を劣化させずに回収が可能、ダイオキシン

の発生抑制効果も高く、0．1mg／Nm3－TEQを保証、

灰の溶融、減容、無害化でスラグの再利用可能となっ

ている。市原市で、千葉モデ′レプラントのデモンスト

レーーションを行っており、見学者が多い。現在注目の

「第2回環境アクションプラン大賞決まる

6月5日、第2回環境アクションプラン大貨の表彰

式とシンポジウムが渋谷区電力館において開かれた。

環境アクションプラン大賞は、事業者が質の高い環

境アクションプラン（環境報告書、環境声明番、環境

行動計画など）を作成し、公表する放り組みを促進し、

邸業者と市民のパーートナーーシップを形成するため、

1997年度に創設され、今年は2回目となる。製造業・

運輸業・卸小売り業・学校・官公庁・生協などあらゆる

菜種の事業者、組織が対象になる。

今年の応募作品数は60点で、これらの作品が各界

を代表する7名の委員により審査され、最も優秀であ

るとして大賞に輝いたのは5点、他に優秀賞、特別賞

など14点が表彰された。

表彰されたものの中には、打った対策が思惑通りに

行かなかった事例や、法に適合しない状況や環境汚染

軍政を明らかにし対策を明言したのも見受けられ積

尾瀬研修会に参加して

技術のため、質問が多かった。

研修会終了後、第2期の新会員を迎えて恕親会が開

かれ、東京電力のご好意による手作りのおいしい料理

が出され、なごやかな中で相互理解がなされた。

懇親会では講演を数10名の会見のみの相互啓発だ

けにするのはもったいない、会員外の人にも碑極的に

呼びかけてはとの声もあり、第1回目の研修会として

は大成功であったとの感触が伝わってきた。

（〟削り　一男）

極的な対応姿勢が評価されている。

立派な体裁の有名企業の作品に混じって、ワープロ

手作りのものや、自分達の行動指針に、全職員が署名

した作品など、小さな粗雑の利点を生かしたものもあ

った㌧

（抹）コープフーズは昨年の優秀資から今年は大賞

を獲得、また京都生協など3社が昨年に引き続いて特

別賞をうけるなど、それぞれの活動が地に付いたもの

になってきていることが襲えるが、コンテストの応募

数が昨年の66から今年は60に減少してしまったこ

とが気掛かりである。市民としてはこの制度がもっと

広く認知され、更に多くの事業者・組練が参加して、

今後多いに発展することを期待したい。

今回受賞した環境アクションプランは、渋谷にある

国連大学本部一階の「地球環壁パーートナ…シッププラ

ザ」で自由に閲覧でき、10枚程度ならコピーもでき

る。　　　　　　　　　　（鈴木　茂夫）

代表の／ト角氏のって

で、7月9日～10日、1ヨ

本環境アセスメント協

会の尾瀬研修会に参加

する擁会を符た。
唯　　尾瀬は、周りを山でl劇

まれた標高1400m、面積約80km2（船橋市の面積と

ほぼ同じ）の盆地で、1万年以上前の鹿ヶ岳の噴火で

出た溶岩流が只見川などをせきとめて湿J鋸こなった

といわれ、独白の地形と気候のため、豊富な動栴物の

宝庫として、国卓：公園特別保護地区となっている

優れた自然を保適し、しかも多くの人々に自然の索

椚㌧lさを開放するために、全域にわたって木造が敷

かれ、木造以外は踏み込み禁止、石けん難は使用禁止、

ゴミは各自が持ち帰る　それでここには、行楽地特有

のゴミの山がない；

当日は少し雨に降られたが、おおむね好天で、尾瀬

が原一一軒にニッコウキスゲ、」ワタスゲ、トキソウ、ミ

ズチドリ、ヒオウギアヤメなど、数多くの湿原特有の

花が咲き誇り、ウグイス、コマドリ、キビタキ、オオ

ジシギなど多くの鳥の声を聞くことができた。締りは

登りなのでマイへースでといわれ、ゆっくり登ったら、

何と最後尾になってしまったが、予定より1本早い′新

幹線に乗れたので、まずは迷惑をかけたわけではない

ようで安心した′

気軽に素晴らしい自然を低能

できるのも、尾瀬の自然を愛した

先達と、今も木道の修理にたずさ

わる人々、山小屋に荷物を運ぶポ

ッカさんなどの多くの人々のお

かげと感謝しているJ（佐藤　束子）



ェコメッセちば賛同行事のお知らせ　　　⑳

エコメッセちばは企業、行政、lド民が　一緒に楽しく環境問題を一学ぶ場ですニ

F記2行寮は環境カウンセラーーが、企画、運営に帆わりました　ぜひご参加くださいり

環境シンポジウム1998干葉会議 舒仂hｬ(ｺｸ5ｨ7�6��ｲ�

「行動しよう！未来のために」 ��Xｮ仂h,h+X,H,ﾈｬ(ｺｹ]ｹ�8ｨ�:�/�ﾖﾈ*h.��(�b�

日時：9月27日（冒）10時～16時30分 冽ﾘ鳧�c��ﾈ�)?ｨ�仞��｣�8鳧���x鰾�

場所：千葉県立徐他塩期大草（放送大学前） ��ｨ��h5ｨ485(�ｸ�ｸ48985�688ｸ8�98687(8ｳ)�(7ｨ耳耳��8ﾂ�

UR菊姫駅、JR梅漬轟粥駅からいずれも徒歩15分） ����ywH鋹OﾉVﾈｾi(i*ｩ?ｨ��^�*88�6(5ｨ,ﾈｽ�*ﾘ�｢�

主催：環境シンポジウム1998千乗会議実子預員会 �8(ﾜ8�hｨ(ﾌｸ���x�ﾊx��ｫ�ｹｹ�ﾃ�?�檍ｶ8�����9hｺhｶ8檠�ﾂ�

千葉県環境財用 �&雕Xｴｹlﾘ,ﾈｬ(ｺｸｮｸｨ(,ﾘ��鍠+ﾘ+�,ﾈ���ﾙ�hｨ�.#��ﾈ�Y<ﾉ4��

錯覚シンポジウム1998千基金矧ま窮境学習、環境 �,磯hｼhｨ�:�,亢��ﾘ+X,H*(-ﾈ+x.�+�+�,X,ﾘ馼ｼh�(,ﾈｬ(ｺｲ�

保全活動の推進を目的として、市民、企業、行政の3 豫yyﾘ5h5�6X8�ﾕﾉ'ｨ/�,h.�*�+���､h+8/�,ﾉ�ｩ%x,�.�呵+b�

者が実行委員会を作り迎常しています。各分科会でさ �-ﾈ+x�"�

まざまな立場の人々とともに話し合い体験しながら ��c�婢�俎X��｢�

考え、解決方法を探りましょう。 �(ｬ(ｺｴ�4�,ﾈ･Iwh,iDiy�靖;�,�,(*(,H�b�

溝硫：「紡僻観とパーートナー・一シップ形成戦略」 僭i�ﾈ�X�X耳ﾙ����豫(ｺｸ4ｨ4X985ｨ8��ｸ�X�ﾉ�ywI5I����Hｿ��｢�

溝肺　患小百合氏（江戸川大学教授） ��Y�(ﾛ�6�韜i~�,ﾈ��樔｢�

分科会：1．ゴミとダイオキシン ��偃ﾈ�ｩ?ｩzy�ｸﾞﾈ�6H��6h6�485磯hｼiYIl靈I&霎b�

2．わたしもできるパーートナーーシップ ��Y?ｩgｸ48984ﾈ嶌ｧx�H�H�ｨ�I?�L�*ﾙiX�ｩ�ywHﾔ��｢�

3．楽し．く学ぶ環境学習 ��Xｬ(ｺｸｨ�:餠ﾘ廁7h8ﾘ4�8�8�,�,(*(,D｢�

4．家庭でできる省エネルギー 佩9:�W�Th���

5．くらしの中でできるリサイク′レ ��豫)&i*��Xｬ(ｺｸ4ｨ4X985ｨ8��ｸｨ�:��I���X檠�)ux�｢�

6．行動への仲間づくり ��c)YHﾏh�Xｼｸｬ(ｺｸ4ｨ4X985ｨ8ｨ984��

参加普：無料 俶��9:�W�Th����ｩnX,ﾈ4ｨ4X985ｨ8��ｸ,�.h.冖9{�(ｺｹ��&ｲ�

海からメッセをみよう 

「1時間45分の東京湾クルージンク」 倬�{��8��S��ﾈ�������.�S�S�kﾈ���i(X��｢�

日時：10月2日（金）10時～、13時～ 冢(*(ﾘx+����ﾈ+Xﾙ�-ﾒ�

参加曹：無料 �5����c�C8�ﾃ#sx�ﾃC��x���y8ﾈⅸ5)?�檠d���FVﾈ�c�C8�ﾃ##x�ﾃC���ﾖ(�(���ywHⅹ?�ﾉ?�檍ｵX��

上記2行革について問い合せ、申し込みは 

千姫県環境財団　環境学習推進塞 ��CsH�ﾃベ�ﾃCC�i?���F��

Tel：043－224－2691Fax：043－224－2522 

環境カウンセラー千葉県協議会主催行事のお知らせ　　　　㊧

申し込みはいずれも俺谷公男氏（Telニ043－224－2691　flax：043－224－2522　千葉県環境財団内）

－一般のカも参加できます．．お早めにお申し込み下さい。

☆身近な自然探訪

10月18日（R）9時30分JR土気駅集合

昭和の森と周辺の自然

案内者：田rlj　茂氏

弁、よう持参、雨天の勘合は昭和の森で懇話会

参加費500円

☆工場見学

日時未定（10月中旬以降の平日の予定）

エル造船（株）千葉野菜所のガス化静観炉

東京電力（株）　　火力発竃所

案内者　俵霜　真相氏、什上　利イ・比

参加絆　500ト11

東京電力（陳）殿のバスを利用させて頂く

☆第2回研修会

日時：11月29日（日）13時～17時30分

場所：東京電力（株）千姫支店（千葉三越先）

第1部

「千葉県環壁自署について」

千薬県環境椰環境調整課

「千楽県の河川・湖沼の水質汚濁を考える」

村上　利子氏（市民部門96212020）

「グリーーンコンシューーマ一について」

小西由希子氏（市民部門96212008）

「千盛邪のゴルフ場開発についてJ

田中　茂氏（lF民部門96212013）

第2部　憩親会（忘年会を兼ねる）

参加費　第1部　500円　　第2部1000円
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87俳彷
グリーン
コンシューマー

グリーンコンシューマーとは、環境に配慮した消

費活動をする人たちのこと。

現在の環境問題の解決には大盈生産・大豊消費・大

鼓廃棄のライフスタイルを変革することが求められ

ています。店は消費者が求めるものを販売し，企業は

消費者の求めるものを製造することを考えると，「県

境に配慮した」一人ひとりの買い物で、店の品揃えを

変え，企業の製造方針を変え，行政の環境対策を変え．

世の中を変えようというものです。

消費者は商品について正しい知織をもち，便利さや

経済性より環境を優先して，資源採取・製造・流通・

使用・廃棄の各段階でより環境負荷の小さいものを選

ぶことが大切です．－　そこで、グリーンコンシューマ叶は

次の10原則に従って、買い物をします。

1．必要なものだけ買う

2．包装のないものまたは少ないものを選ぶ

3．容器はツタ一一ナプ／レのものを選ぶ

4．使い捨て容器や商品は避ける

5．使った後リサイク／レできるものを選び，リサイ

クルに参加する

6．再生品を選ぶ

7．長期間の任用に耐えるものを選び，修理しなが

ら大事に使う

8．生産過程で環境汚染やエネルギー使用の少ない

ものを選ぶ

9．使っているときも捨てた後も環境負荷が少ない

ものをi筆ぶ

10．環境への取り組みを其剣に考えている店やメ

ーカーを選ぶ

クリーン購入ネットワークは、グリーン購入の取

り組みを促進するために環境庁が中心になって1996

年2月に設立された企業・行政・消費者の緩やかなネ

ットワークですが、主に事業者のグリーーン購入を臼的

とし、商品選択に役立つ指針をまとめ、購入に必要な

情報を収集・提供しています。すでにOA機器、ペー

パー類、冷蔵庫などの環境ガイドラインがまとめられ、

商品の環境デー一夕ブックも発行され、インタ岬ネット

（http：／／W刊「V．Ⅵln．Or．jp／Ⅵln－eCO／卯山hdex．btml）

で取り出すこともできます。　　　　（小西由希子）

「一義妄宗諒；表姦古　′r
「日本環境ホルモン学会」（仮称）は、6月9日に

学士会館別館にて、発起人会総会を開催し、発足が承

認された。発起人の取りまとめを行ったのは、国立環

境研究所の森田昌敏統括研究官。

発起人会で最もホットな意見交換となったのは、学

会の名称についてで、なかには、神聖な学会の名称に

「環境ホルモン」などという通称を使うのは如何なも

のかとの意見もあり、また内分泌擾乱との専門用語を

キーワードにしたい医学系の先生との意見の相違も

見られた。専門の異なる先生方をまとめて成果を出す

ことの難しさを垣間見た感じである。

TVカメラが6台も入り、一部始終が録画され、そ

の日の9時のNHKニュースで報道された。

会長に鈴木継美東大名誉教授、副会長に井口　腐臭

横浜市大教授、松尾昌季氏（住友化学）森田昌敏氏

（国環研）と担当幹事の案が承醒され、名称、会の目

的を示す文言は幹事に一任された。

その後、8月27日に総会と講演会が開催されるこ

とになっている〈　　　　　　　（久本　泰秀）

★賛助会員募集

環境カウンセラーを広く姓間に認知してもらうた

めに、賛助会員を募集してはという捏案があり、採択

した。

賛助会員は環境カウンセラー千葉県協議会に賛同

する個人、企業でともに章費1［13000円り

★　企画部会長の交代

企画部会長の田逸敏雄氏が、病気療養のため今期の

j軍営委員を辞退され、有馬富植民を企画部会長に選任、

林正徳氏が企画部副部会良として運営委員に加わっ

た。

1環境カウンセラー千葉県協法会会報　　　　第2号　（発行日1998年9月5Eり

：郵務局：千乗市若葉区桜木町627－2村上利子宅

連絡所：簡谷公男（勤務先＝千葉市中央区中央4－12－12金剛ビ′レ5F千葉県環境財団内）

Tel：043－224－2691　才ax：043－224－2522

⊆郵便振替口座：00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい））
＝編集：環境カウンセラー千葉県協議会広報部会（佐藤、大山、窒中、辻川、鈴木、久本）
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環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。

エコメッセちぼ協挙　企業環境セミナー開催　環境管理、監査について

10ノ12日（金）午後、セイコーインスツルメンツ

ビルSIIホール（幕張）において、企業環境セミナー

がl猫催された。これは、以前から予定していたエコメ

ッセちばでの企業環境セミナーと環境庁が開催を予

定していた「環境管理・監査普及推進非業」をドッキ

ングさせて、同庁が主催する本年度全国9カ所のトッ

プを切って、環境庁、千葉県、千葉商］二会議所、環境

カウンセラー千葉県協議会の共催で行われたもので

ある。開催に当たっては（財）日本環躍臨会から多大

な支援をいただいた。

当日は晴天の中、134名の熱心な参加者が集まった。

当協舐会の有馬企画部会長の司会の下、小角協議会代

表から木セミナーの趣旨と当脇議会の活動の紹介が

行われた。その後、当協議会会員の躍川一男氏より

ISO14001の概要説明が、又事例報告として、（株）

日立製作所の大石和義氏、大日本インキ化学工業（株）

の早川文雄氏から、認証取得までの体験談が披露され、

熱心に鋸】き入る参加者の姿が印象的だった。

コーヒーブレークの後、環境カウンセラー活動推進

委員会委員も務める（財）日本環境協会の後藤敏彦氏

から、嗜‡境活動評価プログラム」の紹介があった。

ISO1400］認証取得に際し、環境影響評価は、活動

の目標設定等に影響を及ぼす重要な作業であるが、素

人には取っ付きが悪く時間が掛る。特に、資源面で余

裕のない中小企業にとっては、煩わしいのものに違い

ない。そのような場合、この「環境活動評価プログラ

ム」を取り入れたり、環境家計簿からスタートすれば

スムーズに活動が続けられる。後藤氏の話は、頭を悩

ましておられる諸兄には、朗報であったように思えた。

その後、発表者と環境カウンセラーをパネラーとし

て、取得やそれ以降の活動に翼するコストと自治体か

らの支援策など、熱心に質疑が行われた。

まとめとして、『公害防止技術では先進的であった

日本だが、辞任の所在が不明確な現在の地球環境問題

の対応では、日本は欧米に遅れている。21世紀に突

入しようとする現在、将来のパスポートとも言える

ISO14001を取得する気概のない企業は、その存続が

問われるに違いない。』という後藤氏のコメントに、

重い管を感じた方も多かったのではなかろうか。

（宝「11善博）

昭和の森自然探訪

10月18日、当協誅会では身近な自然環境学習のた

め、昭和の森（千葉ポ）自然探訪を計画しましたが、

当日は生憎前日の台風の余波を受け、参加者は3名の

みでした。

この地は、多くの方がご存じでしょうが、昨年から

土気地区の大規模な宅地開発による調整池問題で、新

聞などに報道され、自然公圃保全と地域開発問題、さ

らに長引く国内不況を上向かせるための内帝拡大、持

続的な経済発展と民生安定、人類の生命線である飲み

水の確保など、まさに日本、世界の環境問題の指図と

いってよい実例として、是非多くの方の参加を期待し

ていたのに、参加者が3名であったことは伐念でした。

今後はあらゆる学問、産第、地域社会も環境問題を

度外視しては成り立たなくなっています。今回は多く

の問題の中で、符に千葉県の水源確保の視点から、星

山の保全こそ県民の生き残る道であると考え、房総半

島の背骨といわれる当地区、著名線生物の保全、特に
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水源清華地区の保全について一層の理解と協力をお

願いしたい思います。

昭和の森公開内のホトケドジョウ、オサムシ（ミズ

スマシの一種）などを実際に採取して、身近に見ても

らうと共に急崖線のわき水を育んでいる笠森層につ

いても品田さんの説明でスタディすることができた。

環境問題に関与するからには、個々の専門分野を軸

にして、その周辺の分野についても広い知識と技術、

経験が求められていると思います。その意味から、特

に地下水、星山保全の立場から来年もう一度多くの方

の参加を求め、本件に対するカウンセラーとしての参

画の重要性について現地で話し合える機会を持ちた

いと考えています。　　　　（田中　茂）

第2匝】研修会開催される
第2恒l研修会が、1998年11月29日（日）午後、

東京電力（株）千粟支店において開催されて、38名

（会員外4名含む）の参加があった。

小角代表から、来年度の国の予算車乗を見ると、

環境問題は各省庁の政策目標の重要な柱になってい

るという明るい挨拶の後、下記の4テーマについて

講演がなされた。

第1テーマは「千乗県環境白書について」であり、

千葉県環境調整課環境政策室副主幹寺井賢一郎氏が

主として千葉県の環境の長期の候向についての解説

された。　昭和45年に公簿自署が初めて発行され、

昭和49年より環境白書と改名され、自然環境が追加

された。平成7年からA4版になり、最初に自然環

境を記述してから、公害の記述になった。大気はS02

が0．018より0．005ppmに低下したが、NOx、SfM

ともに低下していない。水質については、河川では

BOD牢平均値が坂川（松戸市）30→8、海老川（船

橋市）20→15mg／1に低下したが、湖沼ではCOI）

年平均借が手賀沼17～23、印旛沼8～12mg／1で

上下している。これからは①全ての主体の自主的か

つ積極的参加、②パブリシティー、③メガサイエン

スの三つが望まれる時代になるであろうとのことで

あった。

第2テーマは「東京電力の環境対策について」東

京電力（株）千葉支店環境担当部長岩田圭一氏が説

明された。東京電力は環境行動レポートを1992年よ

り公表しており、1998年版は世界で第9位、日本で

第1位にランクされた。炭素排出原単位92→80g－C

／kwbの低下や24万七の廃棄物の91％リサイクル

を実現するほか、地域の環境保全・社会貢献・国際

協力など幅広い環境保全への取り組みが紹介されて

いる。猫演の後に、八つの質問もあった。環境行動

レポートはA4版で全貢数115頁である。

第3テーマは「千葉県の河川・湖沼の水質汚濁を

考える」で当協議会副代表で千葉県消費者団体連絡

協議会会長の村上利子氏が消費者と環境を結ぶ活動

2

（J最近の環境・市民活動′’）

について紹介した。
”おいしい水がほしい”からスタートした消費者活

動であるが、多くの方に関心を持ってもらうために、

消費者展での展示、水質早見表やエコクッキングの

冊子など、多くのアイディアを駆使して、わかりや

すく問題を提示することを工夫された。固型の汚染

源を除くストッキング作戦、食器や調理蓋への付着

物を除く台所作戦などによる環境改善への具体的行

動・活動への捏言を行った。また効率の良い新商品

を普及させるためには、出来るだけ消費者が購入し、

低価格化を図る必要があるとの提言もあった。

第4テーマは当協議会会員でちば環境情報センタ
ー代表小西由希子氏による「市民が市民をサポート

すること」であった。市民とは、ボランティアとは

という質問から始まった。市民も勉強しなければの

精神、詳師は鹿学部出身であったため、再度大学院

で生物学を専攻されたという。市民が環境のために

何かしたいと思っても、具体的に何がしたいかわか

らない人が多い。また、一方でもっと多くの人に参

加してもらいたい環境グループもある。こうした

人々を結んで、情報が交換できるようになれば、と

ちば環境情報センター（Tel＆Fax：043－266－0383）

を設立した。資金的には大変だが、環境誹座の開催

も行い、市民が市民をサポートしていく体制を作っ

ていきたいと頑張っている。

その後の懇親会には東京電力の方々も参加され、

和やかな雰囲気の中で親睦がはかられ、盛年の飛雌

を期して閉会した。　　　　　　　（腐川　一男）

第2包総会、第3回研修会のお知らせ 
一日時：1999年2月14日（日） 

13時半～から17時まで 

場所：未定 

内容：総会および研修会 

許演予定：小角　浩氏、　高木　史人氏 

会員には後日詳細を連絡します。 

会員外の方で関心のある方は4両連絡先にどうぞ 
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●東電富津火力発電所

最初の訪問地、東京電力富津火力発電所は約35万

坪の広大な敷地の中に、16万EW発電機が7台、2

系列あり、合計200万KWの発電能力を有している。

現在、敷地内では、増設工事が行われ、平成15年の

完成時には、504万KWになるという。

ここでは、燃料としてクリーンなLNGを使用し、

ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせたコンバ

インドサイクルという発電方式を取り入れ、50％と

いう高熱効率を実現している。LNGの利用と併せて、

二酸化炭素の発生畳も少なく、又脱硝装置の設置によ

り窒素酸化物も抑え、貴重な燃料を有効に活用した、

省資源型の発電システムである。又、ここは発電基地

としてだけではなく、近隣の企業に対するLNG供給

基地としての役割も果たしている。

ここでの主要な廃棄物であるコンクリート電柱は、

コンクリートと鉄筋が100％リサイクルされ、それぞ

れ道路材と鉄鉱原料に利用されていたり、石膏やフラ

イアッシュはセメント用に掟用、又、電気集塵機で有

価なバナジウムを回収する等、廃棄物対策にも積極的

に取り組んでいる。

倣地内は25％の緑化ゾーンが設けられ、温排水を

利用した車海老の養殖も行われていた。隣接した新エ

ネルギーパークには、300EW風力発電、9EW太陽

光発電、燃料電池、NAS電池等の展示やソーラーサ
ーキットなどの施設があり、未来の息吹が感じられた。

穏三井造船R21

午後は、市原市にある三井造船（株）を訪問し、廃

棄物熱分解溶融システム（R21）のモデルプラント

（処理能力24t／目）を見学したが、偶々、NHKク

ローズアップ現代の取材と重なった。この溶融システ

ムは、基本コンセプトをジーメンス社（ドイツ）から

導入、横浜や千雛などで独自に改善開発を繰り返して

きた。実機は、来年の3月に納入される予定だという。

本システムの特徴は、1）1300℃という高温焼却に

より、完全燃焼が可能となり、クリーンな排ガスが得

られる　2）熱分解・分離により、ごみの改質ができ、

鉄やアルミの回収が可能である　3）灰溶融によって、

ごみの減容（従来1／30、本機1／200）、無害化が

可能となる　4）従来のプロセスに比べて発電効率が

商い等、エコロジーと経済性の融合を狙ったシステム

である∴現在は、市原市から一般ごみの供給を受け開

発を進めているが、将来的には産業廃棄物も対象とな

るらしく、今後の開発の進捗・成果が待たれる。

今回の工場見学でお世話になった東京電力、三井造

船の皆様に、改めて感謝の意を表すものです。

（室中　書博）

☆　環境カウンセラー関棄連結会（仮称）

埼玉環境カウンセラー脇会の熱心な呼びかけに応

じて、5月14日に関東地方の各県の代表が集まり、

第］回の連絡会が青山の環境パートナーシップオフ

ィスで行われた。

当面はゆるやかな情報交換会程度とし、3ケ月毎

に開催することなった。第2回は9月11日に行わ

れた。参加者は茨城、千葉、埼玉、神奈川、栃木、

山梨、群馬、長野、武蔵野、東京で、干兼からは小

角代表と有馬が出席した。本会には環境庁及び日環

協の担当者も招待しており、今後は国政の情報収集

や本会からの意見具申、陳情などパイプが繋がるこ

とを期待している。

本会からメーリングリスト（環境カウンセラー全

国ネットワーク）が誕生し、成果が出ている。第3

回は1999年1月29日に千葉が幹事で開催される。

参加希望される方は連絡お願いします。また環境カ

ウンセラーメーリングリストに参加希望のかたは有

馬までメールを送って下さい。　　　（有馬富穂）

eLmail＝arimatomiho＠ma2justnet．nejp
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WC方　＿魚
オゾンホールと

フロン処理

年（デのオ覆南
9　気Ⅰ黒ゾう極

量誓蓋描
8分の心がを

＊オゾン層について

今年9月、南極のオゾンホールが南極の1．8倍に

達したという報道がされ、北極のオゾンも減少が続い

ている。地球は大気によって取り巻かれているが、地

表から15～50km上の成層圏にオゾンが分布し、太

陽からの有害紫外線UV－Bを吸収している。

オゾン層は1気圧下で集めると、厚さ3mmしかな

く、フロンの放出によるオゾンの破壊が進むと生物に

有害な紫外線が地上まで届く。オゾン（0。）が1％

減少すると、紫外線は2％増加し皮膚ガンや眼の障害

は4～6％増加するといわれている。

＊プロ二ノについて

フロンはクロロフルオロカーボンの略称で、炭化水

素の水素が塩素とフッ素に置き換えられている。

1930年代に開発され、化学的に安定で人畜無害なガ

スとして、冷媒、発泡剤など年々生産量が増え、1960

年以降は世界で年数十万トンのフロンが放出された。

1974年米国のローランド博士（1995年ノーベル化学

賞受賞）などが成層圏でのフロンによるオゾン層破壊

を警告した論文を発表し、反響を呼んだ。

フロンは安定なため成層圏まで達し、強力な紫外線

で分解され塩素を放出し、塩素がオゾンを破壊する。

塩素は触媒として働き、オゾン破壊が連鎖状に続く。

反応例：cc12F2→CCIF2＋Cl

O3＋Cl一→ClO＋02　　ClO＋○→Cl＋02

1985年にウィーンでオゾン層保護条約を採択、国

際協調によるフロン放出抑制が始まり、1987年モン

トリオール議定書が採択された。日本でも国内法の整

備が進められ、5種類のフロン（特定フロン）とハロ

ンなどの製造規制、排出抑制の措置が講じられるよう

になった。

＊フロンの回収、処理

フロンは冷媒、発泡剤、洗浄剤、噴霧剤など広く産

業界に利用され、放出されてきた。1996年5月、環

境庁が全国都道府県知事宛にフロンの回収促進と処

理技術に関しての通達を出した。

現在、フロンは全国で冷媒44千トン、発泡剤77

千トン、洗浄用15千トンが残存している。当面、回

収の容易な冷媒用の回収ルート作りが進められ、冷蔵

庫などののコンプレッサーは回収が進んでいるが、カ

ーエアコンや断熱材のフロンの回収は、これからの課

題である。

回収されたフロンの処理法は、高周波プラズマ法、

セメントキルン法、ロータリーキルン法などが指定さ

れているが、プラズマ法以外は加熱燃焼分解で、処理

によってはダイオキシン発生防止が必要である。

高周波プラズマ法は通産省が推進した世界で初め

てのフロン破壊設備で、1994年より（株）市川環境

エンジニアリングで実証実験を開始した。フロンを水

蒸気と共に1万度に加熱破壊し、生成した酸性ガスを

水酸化カルシウムで中和、得たフつ化カルシウムは鉄

鋼メーカーで使用される蛍石の補助材料としてリサ

イクルできる。

cc12F2＋2‾江20→CO2十2ECl＋2HF

2HCl＋2HF＋2Ca（OH）2→CaF2＋CaC12＋∠蛙Ⅰ20

＊代替フロン

最近は特定フロンに代わって代替フロンが使われ、

その放出が増加しつつあるが、代替フロンはオゾン破

壊の程度が低いものの、地球温屡化ガスとなる。

フロンは成層圏に連するまで5～10年かかり、今

までに世界中で約1000万トンのフロンが放出された

が、その約10％しか成層圏に達していないと推定さ

れている。21世範もオゾンホールの拡大、地球温暖

化による影響が続くものと懸念されている。

（大山長七郎　（株）市川環境エンジニアリング）

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協議会に賛同する個人、企業の賛助会員を募集しています。会費1口3000円。

環境カウンセラー千葉県協議会会報　　　　第3号　（発行日1998年12月25日） 

事務局：千某市中央区本町1－4－34津谷公男方 

連絡先：千葉市中央区中央港1－11【1千葉県環境財団　龍谷公男 

Tel：043－246－2180　Fax：043－246－6969（住所、Tel、Faxとも変更になりました。） 

郵便振替口座：00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい。） 

編集：環境カウンセラー千葉県協議会広報部会（佐藤、大山、重中、辻川、鈴木、久本） 
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環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃薬物対策、環境教育・学習などお気軽にご相淡下さい。

環境カウンセラー千葉県協議会総会開催
99年度　調査研究部、事務局の新設など承認

2月14日（日）午後1時より、JR干葉駅前の塚本

ビルにて、1999年度の協議会総会が開催された。

当日は51名の参加を得て、長沼　明氏の司会で′ト角

代表を議長に選出、1998年度の事業（情報誌発行3回、

研修会実施2回、企業セミナー、自然観察会、工場見

学各1回実施）、収支、及び監査結果について報告さ

れた。

次いで1999年度の事業計画並びに予算案について

説明され、前年度より充実した内容として推進するこ

とで承認された。次に規約について、事務局の設置、

調査研究部会の設置、賛助会員の規定の新設など、活

動を広げるための一部改正が討課され、承認された。

最後に役員の選出については、引き続き小角　浩氏

が代表に就任し、新設の調査研究部会長には田中　茂

氏が選出された。その他の部門については新たに立候

補された方々及び前年度委員が引き続き担当すること

で承認された。

21敵紀にむけて、環境問題は先送りできない段階に

来ており、他県協議会と連携協力していくことで、千

葉県協謎会をますます強固なものにすることを確認し、

総会を終了した。

＠代表挨拶　　　　小角　浩

瑚雛惣一「　　　　「　　　　　　　】
・1∴＿＿＿1∴、

科学技術の発展が人類の生活を豊かにしてきた

功顔には大なるものがある。だが、その形にあって、

当初は全くと言ってよいほど考えられなかったわずか

なシミが、後々、不可逆的なマイナス要因となって問

題化した事例は往々にして見られてきた。

さきごろ、コロンビアのカルタヘナで開かれた生物

多様性条約締審国会語では、遺伝子を組み換えた農産

物や微生物の国際取引が、生態系の乱れや健康被害に

つながる「遺伝子汚染」を引き起こすのではとの心配

から、輸出国、途上国の利害が対立し、斑定番をとり

まとめられぬまま閉会したのも暗示的である。

地球環境問題が叫ばれてから久しいが、具体的に解

決されたものは何一つなく、21世紀に向かって環境問

題は人々の生活そのものに、避けられぬ大きな影を落

とし、一層深刻化していると言える。

足下からの環境問題に些かなりとも貢献できる

手だてを求めて生まれた当協詣会も、発足以来一年を

迎えたが、振り返ってこの間、運営委員はじめメンバ
ーがフル回転してやってきたかと自らに問えば、正直

なところ自信を持って答えるには踏躇せざるを得ない

のが実感ではなかろうか。

ウオーミングアップはこの程度にして、この一・年間

に芽を出した事柄の一つ一つを大事に育て上げると共

に、全体として活動の輪を広げ、いよいよ正念場に向

かって歩き出す年とするためにも、メンバー各位の一

層のご協力をお願いしたい。

幸い、当協読会は70名のまとまりを持ち、規模の

上では全国一であり、やがて3期生を迎えることなる。

このあたりで基盤をしっかりしたものに築き上げ、地

域社会の関係者から信頼を得ることを念頭に、一歩一

歩確実な歩みを目指して参りたい。



「雨が降っても、風がふいても、自然に感謝！」
一両行徳エコハウスの2年間の居住実験から－　高木　史人

（エコハウス研究会代表幹事）

議農法‡　　　8孟㍑㌫・

写真l：屋根に畏促した太陽光発電パネル　　写真2：買電鼠と売災敵のメーク　　　写！●f3：庭に．設躍した血刀発電機

§1．はじめに一地球温暖化防止への取り組み一

地球温暖化防止京都会譲（97．12）で、日本は温室効果

ガスの“2008年から2012年の平均排出股”を1990

年レベ／レより6％削減することに合意した。しかし既

に97年時点でCO2排出盈は8．3％増加（90年比）し

ており、合計14．3％の削減を国際公約したことになる。

98年10月に、政府は地球塩應化対策推進法を策定し、

基本方針の中に原発推進を盛り込んだ。これは、エネ

′レギー政策を”①締要抑制、②新エネ／レギー開発、③

脱原発”に転換しようとする国際的な潮流に反し、将

来世代に負の遺産を残すものにならないだろうか。

筆者は、97年4月から、以下に示す環境共生型戸建

住宅（南行徳エコハウス）に居住し、エコロジカル・ラ

イフスタイルを通じたCO2排出削減実験を行っている。

§2．エコハウスの概要

この住宅は木造2階建の住宅（延床面顧：183m2）

で、小中高生を含む5人家族が住んでいる。

（D太陽光発電システム：定格出力3．58kWのソーラ
ーパネル（55WX65枚）を東南側の屋根に設置

②太陽熱温水器：240リットルの真空式ソーラー温水器

を、南西側の屋根面に設置、温水は風呂場・洗面

所で利用

（診雨水：屋根に降った雨水は5本の雨トイを伝って

埋設してある雨水貯留タンク（42m3）に集められ、

庭の散水とトイレ用水として使用

④風力発電：定格出力が300Wの小型風力発電機を

高さ10mのポールの先端に設置．電気は欝電池

に蓄えられ、日没から4時間、庭園灯を点灯

⑤ビオガーデン：ビオ（Bio）はドイツ語で生物、

直訳でば’生物的庭園”となる。ここには、木タ

イルによるベランダ、マクラギを活用した家庭菜

園、レンガと小陶版による犬走り、台所の厨芥を

土壌に変えるコンポスターなどが設置されている。

§3．エコハウスの実測チーター

97年度（97．4～98．3）、98年度（98．4～99．1）の月

平均データをわが家と類似の条件のA氏宅と比較して
一覧表にまとめた。（ガス、水道は97年7月から）

太陽光利用率（太陽光発電／消費電力）は97年

85．8％、98年68．5％、CO2刹牡l鼎はA氏宅の17．7％

（97年度）、28．3％（98年度）であった。

月平均データ

単位 涛yD�7��98毎度 �������

太陽光発電 矛v"�284，1 �#Ch�Cb� 

消費電力 椋u�&��329．1 �3S��C��475 

売電畳 椋u�&"�185．9 ��Cx�C2� 

買電丑 椋u�&��23－1．0 �#c��C2� 

ガス使用丑 盲2�11．59 ��(�Ccr�29．7 

水道使用丑 盲2�8．38 祷�CsR�37．5 

補給水亙 盲2�1．56 ���CSB� 

CO2排出是 霧r�・14．5 �#8�C"�82．0 

§4．まとめ－“ありがたい”と“もったいない”

このように、大幅なCO2排出削減が出来た理由は、

太陽光発電など、設備機器類の設置による効果に加え

て、生活者としてのライフスタイルの見直し（エコロ

ジカル・ライフスタイル）が重要な要因であった。

太陽光発電の売電側の電力計が回転しているのを見

ていると、嬉しい気分になるため、無駄な電気を使わ

ない生活を心がける様になる。雨の日はタンクに水が

貯まる軍が楽しみで、水を使う時には節水に心がける

ようになった。さらに、ビオガーデンによって、心に

ゆとりの少ないサラリーマン生活に、わずかばかりの

うるおいとゆとりが与えられ、土や太陽などの自然の

恵みに感謝する気持ちが分かるようになった。自然現

象を”ありがたい”と思い、人間が作った巨大システ

ムを通じて得られる電気・ガス・水を”もったいない”

という気持ち（需要抑制）で使うことが定着すれば、

温室効果ガス排出の大幅削減は可能である。
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第3回研修会での猫演

我が国における自然保護の歩み

先ごろ、ワシントンの「ワールド・ウオッチ研究所」

が発表した1999年版「StateoftheWorld」によれば、

過去100年間に世界の人口は3倍、自然資源やェネル

ギーの消費は100倍以上になっている。このまま進む

と21世紀は自然環境の感化により、経済は大きな影

響を及ぼされるであろうと予測している。同時に自然

と共存するシステムの開発などの新しいビジネスチャ

ンスが生じるだろうとも述べている。

私たちがその一部でもある自然の理解や保饗について、

我が国では、そして世界ではどのような歩みを続け、

またどのような方向に向かっていこうとしているのか

を考えてみよう。

日本は、温度差の大きな中緯度にありながら、南北

に長く太平洋に面して、大陸の縁辺近くで海洋にかこ

まれているため、四季の変化が豊かで降水於に恵まれ

ており、植物の生育にはもってこいの処と言える。逆

に言えば、緑は自然に茂ってくるものとの思いが過去

において支配的であった。それに対して大陸中緯度は、

むしろ乾燥地帯が占めているのが一般的である。

また、環太平洋火山帯の一部をなすと共に造山運動

の激しかった地域であるだけに、山岳、森林に恵まれ

るが、本格的な氷河の洗礼をうけていないので、豪壮

というよりは、繊細な果観で世界的に知られている。

1872（明治5）年、アメリカに始まった公有地を基

本とする国立公園制度は19世紀に新大陸諸国にひろ

まったが、ヨーロッパやアジアでは20世鹿になって

から、公用制限を課す地域性の公園として制定された。

いずれの場合も当初は現在のような生儲系の保全をは

じめ、自然保誰と言うよりも、優れた自然景観や珍し

い動植物を観光資源として利用するための保全が考え

方の主流であった。

1972年ストックホルムで開かれた「国連人間環境

会議」における“かけがえのない地球”のキャッチフ

レーズで地球環境問題がクローズアップされて以来、

全地球的な環境問題がにわかに身近な問題として考え

られるようになり、我が国でも環境庁が発足した。

ノ」、角　浩（環境カウンセラー・当会代表）

以来、国際的な環境保全への協力体制として、水鳥

のための湿地保全に関する「ラムサール条約」、希少

動植物の国際間取引に関する「ワシントン条約」が発

足し、1987年「環境と開発に関する世界委員会」東京

会合で“我ら共有する未来”と共に“持続可能な開発”

の概念が提唱され、1992年6月のリオデジャネイロに

おける地球サミットに連なった。

同年9月「世界の文化辿産及び自然遺産の保護に関

する条約」の発効、1993年には「環境基本法」の制定、

「生物多様性に関する条約」など、そのテンポの速さ

には眼を見張るものがある。環境基本法の制定後の各

省庁における環境政策もまた昔日の感ひとしおで、何

はともあれ喜ぶべきものとしたい。

引き続き「循環・共生・参加・国際的取り組み」を

長期的な目標ととらえた「環境基本計画」の閣議決定、

生物種の多様性、種内（個体群、遺伝子）の多様性、

生態系の多様性の保全を目的とした「生物多様性国家

戦略」の関係閣僚会藷での決定、1997年には環境影響

評価法が法案提出以来16年ぶりに制定され、時代の

流れを感ぜずにはいられない。

この間にあって、自然保健の対象も非日常的で優れ

た自然から、生態系の維持を念頭においた身近な自然

環境を含めた生物多様性の保全に向けて拡大された。

「進かな尾瀬から身近な自然まで」である。

生物圏といっても、海抜高5000mの山岳地から大

洋底の3000mまで、いわば、直径1．3mの地球儀の

表面わずか1mmの皮膜のようなところで共に暮ら

しているのである。また、人類は地球史時計では12

月　31日の午後4時半頃ようやく出現したのに、今で

は地球上の支配者として食物連鎖の頂点に立っている

ようだが、実のところ、微生物や土壌生物に養われて

いると言えないこともない。

こうした客観的事実を正しく認識した上で、日常生

活の組立を根本から考え直し、自然との共生を図る一

助になろうとするところに、環境カウンセラーの存在

感があるのではなかろうか。

第4回講演会および懇談会のお知らせ 

日時：1999年5月1日（土）13時～18時 

場所：東京電力（株）TEPCO地球館　千葉市中央区問屋町1－35　千葉ポートスクエア内 

第1部　試演会13：10～15：50 ��c)YHﾚy�X橦�h�c�������c�����{��8�cS��苓��ﾚy�X檠N��c#���冷�

鶴谷　泰二氏　　　「産業廃棄物処理の課題について」 

［住友重機械工業（株）］ 

大山　長七郎　氏　「フロンの回収と処理状況について」 ��ﾈﾙ��h�eDTﾈ�Td�����x�ﾃCベ�ﾃCC�h��tﾉF��

田中　茂　氏　　　r千葉県のゴルフ場開発について」 疋Tﾈ�Td�����x�ﾃ3C8�ﾃ���h��7�62�

佐藤　素子　氏　　「市民による環境測定活動J 嚢�ﾆﾖ�免�&匁�F�昧��vﾖ�&ｧW7F觚H�F觜�Fｧ��
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「」
環境ホルモンに関する国際シンポジウム及び

環境ホルモン学会第1匝】研究発表会　報告

1，国際シンポジウム・研究発表会の概要

環境ホルモンに関する国際シンポジウムが、

1998年12月11日（金）から13日（日）まで京都

国際会館で開催された。これは、環境庁が環境ホル

モンの重要性を認識し、相応の補正予算を確保し、

世界から20数名のトップクラスの学者を招碑し、

世界でも初のシンポジウムを実現させたものである。

参加者は、研究者対象の初日、2日目には1100名

強、市民対象の3日日は1500名を越えた。環境ホ

ルモン学会へ企画段階から協力要請があり、鈴木継

美学会長や森田昌敏副会長らが演題、人選を含め協

力した。

環境ホルモン学会としては、急遽この機会を捕え、

シンポジウム会場の周辺スペースで、ポスター発表

形式の第1回研究発表会を企画した。当初急な計画

であったことから、70件程度の応募を予定していた

が、結局110件の応募があり、大変な盛り上がりと

なった。新聞、テレビでも取り上げられているので

ご承知のことと思う。

2．国際シンポジウム特記事項

3日間の演題は40を数え、人や生物への影響、

毒性評価、OECDの取組みから各省庁、自民党、工

業会の取組みまで報告され、多岐にわたった。

その中で、12月12日（土）19：00のNHKニュ

ーースでも取り上げられたが、ミズーリ大学生物学科

サール教授が「低用量の内分泌化学物質の作用」と

題してビスフェノールA他の暴露が微量でも人体

に有害との発表をしたところ、産業界の後ろ盾のあ

る研究者が真っ向から反論をして、議論は平行線に

なった。まだとても結論を出せるデータの蓄積が出

来ていないと言うのが現状ではないだろうか。

3．環境ホルモン学会第1回研究発表会特記事項

110件のポスターの内訳は、A：測定分析26件、

B：動物への影響41件、C：魚影響14件、E：人

間への影響13件、F：その他16件であった。

その中で注目されたのは、12月11日朝日新聞朝

刊1面に「缶飲料に環境ホルモン」との見出しで報

道された長崎大学有園助教授の報告である。これに

代表されているように、全体的に、ビスフェノール

Aの研究データが多く発表され、関心が高かった。

今回のポスター発表で取り上げられた環境ホル

モンは、ダイオキシン、PCB、農薬等多種多様で、

その影響を研究する発表者も化学、生物、水産、医

学、薬学、獣医、環境等、所属が多彩であった。

4．おわりに

環境ホルモンが、これまでの既存のテーマと違う

のは、研究の間口が広くこれまで同席する事のなか

った多くの研究者が興味を示したことであろう。ま

た、NGOと呼ばれる一般の方々の参加が多いのも

これまでの学会には見られない現象である。

環境庁主催のシンポジウムの要旨集は無料で配

布されたが、学会の要旨集は会員に3000円で約600

部販売された。今回、年会費2000円をその場で支

払って会員になった方も多く、お陰で会員が1000

名を越した。

参加者の熱気を目の前にして、環境ホルモン関連

情報交換の土俵作りの意義を再認識した。息長く続

けて行きたいものである。

久本泰秀（環境ホルモン学会幹事）

（環境カウンセラー）

⑳「環境カウンセラー」として印旛郡白井町との係わり

白井町は、千葉北西部北総台地に位置して、北総開

発鉄道の酉白井と千葉ニュータウン中央駅の間に挟ま

れている。人口は約50000人を越えたところであり、

2001年に市制にすべく準備中である。名産品として砂

地が多く梨、粟、葡萄が有名で　珍しい梨ブランデーー

が作られている。

1998年自治体として最初にIS0－14001の認証を取

得したため、マスコミなどによく登場し、全国的に知

られるようになった。この2月20日には1998年度の

「毎日・地方自治体大賞」（毎日新聞社）の奨励賞に

選ばれた。環境保全面でも行政として積極的に取組み

町民にも啓蒙と支援を行っている。

私は、1980年4月から白井町に住居を構え以来19

年が経過した。1996年に環境庁の環境カウンセラー

登録制度が制定されたが、日常仕事として環境保全に

携わる私は、第1回の環境カウンセラーの登録を市

民・事業者部門で行った。

白井町とのつながりは、懇談会などで多少面識があ

った程度で、符に環境関係でのつながりはなかった。

環境カウンセラ【名籍を見られた職員の推薦により、
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1998年度の「廃棄物減量等推進審議会（任期2年）」

と「白井町長期計画見直し策定審議会（1998年末で

終了）」の委員として委嘱された。

廃棄物減量等推進者読会は、議会の環境審議会の委

員長でもある小渕議員が委員長で、私が副委員長を努

め、委員13名で、精力的に勉強し、活動している。

最近の主な検討事項は次のようになっている。

1）ェコショップ、エコ事務所認定登録制度の導入

環境保全に積極的に取組むストア、事務所の認定登

録を受けた所は、その表示板を掲げる事ができる。

2）コンポスト設置への補助（近々実施予定）

生ゴミの肥料化の為に家庭用、大型処理用コンポ

ストを設置した場合に、町として約50％の補助を行う。

3）ゴミの有料収集制度について

他自治体の視察、勉強、研究を行いゴミの減量

化対策の手法の1つとして検討中。

4）環境啓蒙教育について

2002年に学校での環境教育の改訂が実施され

るが、当町として如何にしていくか、その仕組み

を検討している。

また、町民の意識向上、環境保全活動への参加

意欲の向上をどう図るかが課題である。

辻川　毅（印旛郡白井町在住）

（環境カウンセラー）

環境施設案内

「千葉県手賀沼親水広場・水の館」

数々の全国一

を誇る千葉県。そ

のなかでワース

トワンとなって

いるのが、手賀沼

の水質。1997年

度COI）平均値は

22mg／1（手賀沼

中央）。改善の兆

しはみえているが、浄化への道は厳しい。

県立の「水の館」は、この愛すべき手賀沼のほとり

にある千葉県手賀沼親水広場の中に建っている。水に

親しむ機会を提供することにより、水質保全に対する

県民の意識を高め、手賀沼をはじめとする湖沼、河川

などの水質保全に役立てることを目的として、1991

年6月にオープンした。

水辺環境の重要性の説明、水質浄化の啓発など工夫

を凝らした様々な展示、資料室、ビデオコーナーの他

にプラネタリウムもある。エレベーターで上がれる展

望台は地上25m。ここからは手賀沼が一望に見渡せ

る。遊覧船から水辺環境を観察する手賀沼ウオッチン

グ、館内ガイド、環境教室、学習会など年間イベント

もいろいろ計画されている。

県道8号（船橋【我孫子）線で手賀大橋を渡られる

ときは是非とも見学を。時間が許されるなら、プラネ

タリウムで四季折々の星空を鑑賞されてはいかが。近

くの我孫子市の鳥の博物館も充実している。

問い合わせ先：千葉県手賀沼親水広場

Tel：0471－84＿0555

（鈴木　茂男・環境カウンセラー）

★話題提供のお願い
新設の調査研究部は、まず、みなさんがどのような

活動をされているか伝え合い、課題を出し合うことか

ら始めたいと思います。そこで、毎月定例の運営委員

会後3～4名づつ話題提供の場を設けることにしまし

た。また、7月31日～8月1日は柏市のさわやかちば

県民プラザで集中研修会を行う予定です。

そこで、みなさんから積極的に話題提供の申し出を

していただくよう、お願いいたします。話題提供の申

し出は調査研究部田中まで。

Tel＆Fax：043－265－8533（田中）

★学習機材の備え付けについて
かねてから環境庁環境保全活動推進室宛に要望し

ていた学習機材「Ⅰ）Ⅴ＆S－VHSデジタル・ビデオデッ

キ」1台と「小型トランシーバー・レシーバー」50台

について、このほど酉己布の内示があった。

ビデオデッキは、各個人が所有する異なるタイプの

ビデオテープを、セミナ一・講演に応じて編集を行う

ことができる。小型トランシーバー・レシーバーセッ

トは自然観察、現地調査などで、移動しつつ解説をし

たり問いたりが容易できわめて有効である。

これらの機材はメンバーはもとより、県内の環境団

体にも貸し出し、有効利用を図りたい。貸し出し希望

の方は、事務局までご連絡下さい。

Tel：043－246－2180　Fax：043－246－6969（龍谷）

☆広報へのこ意見、原稿の募集

広報を担当して、1年。幅広いみなさんの活動を伝

えきれないもどかしさを感じています。広報へのご意

見、原稿などFaxまたはメールでお寄せ下さい。

Fax：0471－63－1554（室中）

Eメール：YMt〕RON＠aol．com
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化椚℃鰐

半導体と

地球温暖化

現代人の生活は、家電や電子・OA機器などを抜き

には語れない。こうした電気・電子製品の中には、人

間の月削こ該当するマイクロプロセッサーやメモリーが

内蔵されている。情報化時代の進展と共にこうした半

導体チップに対する要求も厳しくなり、その製造はさ

らに微細化され、変化は激しく挑戦的である。こうし

た顕著な変化を示して来た半導体製造の世界でも、地

球温暖化問題が、大きなテーマの一つとなっている。
一一昨年の12月に京都で開かれたCOP3では、CO2，

CH4、N20、PFC、HFC、SF6の6種の温室効果ガス

について、CO2，CHJ、N20は1990年基準、PFC、

HFC、SF6は1995年基準で、2008年から2012年迄

に6％減らす事が採択された。

現在世界の半導体楽界では、半導体製造のドライエ

ッチング工程や気相成長法の洗浄工程で使用される、

PFC（パーフルオロカーボン：CF4，C2F6，CIif13，

C3F8など）　の温暖化対策について、技術開発が進め

られている。温暖化ガスの中で、PFCの排出比率は

C02等と比べ小さいが、PFCは大気中での寿命が数千

年から1万年規模であるため、将来にわたって影響度

PFC等のガスの寿命、温暖化係数

ガス ��Xｴ9(h,ﾈ�kﾒ�地脚部暖化係数n （1（カ年積分期） 儖Xﾖﾂ�

CO2 鉄��ﾃ#��ﾞ��1 �%伜�*ｨ5��

CH．t ��)D��21 �8�5�92�

N20 ��#�D��310 ���ｹ()�b�

NF3 鉄��ﾃsC�D��8，000 倅�7H6(峪()�b�

CF4 鉄��3���D��6，500 �ｨ7H6(峪%��b�

C2FG ����3���D��9，200 �7H8ﾘ93��b�

SF8 �8�3#��D��23，900 刔ｨ7H6(峪{�囃�

（つ地球温暖化係数：C02の温暖化を基漸こ放った係数

が大きくなると予想されること、又、過去5年間で、

半導体製造から出るPFCが2倍以上に増えており、

この傾向は、情報化社会の進展とともに、さらに拡大

していくことなどがある。

当初アメリカの半導体業界は、地球温暖化規制に抵

抗していたが、数年前からEPA（米国環境保護庁）と

覚え番きを交わし、PFC削減に係わる開発を進めてい

る。この覚え書きは、PFC問題の存在を認め、その

削減に努力する、1995年度を基準年度として放出蕊

を抑制する改善を行う、排出抑制技術を開発すること

などが盛り込まれている。アメリカ政府は、半導体の

ように国際化が進んでいる産業に対しては、公平な国

際競争力という名目の下、日本に対しても同じ様なプ

ログラムの実施を働き掛けて来た。

通産省からの要請を受け、日本電子機械工業会

（EIAJ）は、国際的に均衡の取れた対応が必要だとい

う判断から、一昨年4月1日付けで『PFC等のガスに

関する電子デバイス製造業界の自主行動宣言』を策定

し、通産省に報告した。又、EIAJの会見企業が中心と

なり、代替ガスの研究などを進めている。昨秋、新た

に国家プロジェクトを開始し、（1）PFC等の排出免

を把握する手法の確認と標準化（2）排出量削減のた

めの回収・リサイク′レ技術、分解技術、代替ガス・代

替プロセス技術などの技術革新を進めている。

概して、半導体分野は裾野が広く関連業界も多い。

長寿命なPFCが与える将来的な環境負荷を軽減する

ために、半導体メーカーや機器・ガスメーカーなどが

協力しつつ研究開発を進めて行く必要がある。さらに、

アメリカを初めとした国際的な均衡や協調も考えた、

全体を見据えた開発姿勢が望まれる。環境カウンセラ
ーとしてもこの動向には気を付け、必要な提言を出し

ていくことが必要かと思われる。

（室中書博・環境カウンセラー）

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協髄会に賛同する個人、団

体の焚助会員を募集しています。

会費：個人1口3，000円　団体1口10，000円

環境カウンセラー千葉県協議会会報　　　　第4号　（発行日1999年4月　4日）

事務局：千葉市中央区本町1－4－24照互谷公輔方

Tel：043－246－2180　　Fax：043－246－6969

郵便振替口座：00110－5－34692（会費未納の会見は、こちらに入金して下さい。）

編集：環境カウンセラー千葉県協託会広報部会（佐藤、大山、壷中、辻川、久本）



環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。

（∈≫第4回講演会および懇談会を開催
第3期生を迎えて

5月1日（土）午後、第4回講演会が、東京電力（株）

TEPCO地球館で開催され65名の参加があった。

小角代表の挨拶のあと、住友重機械工業（株）の亀谷氏

から「産業廃棄物処理の課題について」と宿した鮮演が行

われた。産業廃棄物の処理や処分の現状、あるべき姿など

し　幅広い内容に触れられ、一つの技術的な対策としての溶融

技術の概要が説明された。（鶴谷氏のレポートを参照）

その後、環境カウンセラーであり（棟）市川環境エンジ

ニアリングの大山氏が、「フロン回収と処理状況について」

という題目で、オゾンホー′レ発生のメカニズムとフロン回

収の現状とフロン破壊処理技術など興味ある報告を行っ

た。（1998年広報第3号参照）

休憩の後、環境カウンセラーの田中茂氏から、「千葉県

のゴルフ場開発」について環境破壊という視座からの報告

があった．日本全国には2200ものこけレフ場があり、千

葉県には最多の145箇所（未開発36）がある。アメリ

カのゴ／レフ場開発には、農薬汚染度と自然度の回復（自然

力や生態系による無審化及び自然回復力）についての基本

的な考え方があり、環境破壊を招かない適度な間隔を置い

てゴルフ場が建設されている。一方、日本のゴルフ場は、

地域によっては、所狭しとゴルフ場が乱立している。＝わレ

フ場の周辺では、生態系が破壊されている所も多い。従っ

て、無俊英化を促進するか、現有ゴ／レフ場を1／3程度に

していく必要があると考える。田中氏の報告は、ゴルフ好

きの環境カウンセラー諸氏には耳の痛い内容であったよ

うだが、ゴルフ場の経営などが取り沙汰されているだけに、

これから検討の余地のあるテーマのように感じられた。

最後に、環境カウンセラーの佐藤素子氏が、「市民によ

る環境測定活動」について報告した。環境測定活動の狙い、

測定の種類や方法、グ′レープ活動の意表などの説明があり、

大気汚染調査や水辺の環境調査など、実践に際しての課題

や今後の可能性など、示唆に富んだ内容が展開された。（佐

藤氏のレポートを参照）

講演会の後、新たに環境カウンセラーの認定を受け本協

議会に初参加された13名の方々が凰上に上がり、自己紹

介などを披露した。その後、隣接するWinstonI‡obl

Ch辻aに場所を移し懇談会が催された。旧交を暖める方や、

全く新しい出会いもあり、非常に楽しい雰囲気の寡となっ

た。これからの当協議会の発展を願い、又新メンバーのご

活躍やご健闘を祈念しながら、懇談会を終えた。
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第4回講演会での講演

産業廃棄物と溶融処理技術　　　　　　　　鶴谷泰二
（住友重機械工業（株））

日本で公書が社会的問題になったのは昭和30年代で

産業の発展ともにその影の部分として廃水、排煙等が住

民の健康に少なからず害を与えて来た。昭和45年に公害

国会が開かれ公害対策に関する法制度が整備され、翌年

には環境庁が創設された。その後公害対策は確実に進み、

現在はむしろ産業公害と言うより、生活者の環境問題に

形が変化している。

それは大気で言えば自動車の排ガス、温暖化ガスなど、

水で言えば生活排水や地下水の汚染、廃棄物ではごみ、

有害廃棄物などである。また最近は土壌汚染が顕在化し

つつある。つまり不特定多数の住民が排出する環境負荷

が広範囲に広がる一方で、ダイオキシンに見られるよう

に、分析技術の進歩とあいまって、今まで存在が分から

なかった微畳有害化学物質が顕在化している。私はこれ

を公害から公毒の時代に変わったと認識している。廃棄

物等から微量有害化学物質が環境に放出されるため、こ

れからは人の健康へのリスク評価の観点から環境保全を

考えなければならない時代になってきた。

リスク評価とは、安全の概念を科学的に評価するもの

で、最近は環境庁でも採用を試みている。アメリカなど

ではリスクの定量評価を基に、その地域に応じた環境規

制を行っている。日本人は、「お上」が決めなければ納

得できないところがある。加えてリスク評価には心理的

要因が大きく、仮に数量化できても直ぐには実感できず、

微量有害物質と即共存するというわけにはいかない。

さて、現在日本には約1億2千万人の人が住み、国内

総生産は約500兆円でそれなりに豊かな生活をしている。

この経済活動により毎年約20億トンの原材料を使い16

億トンの財を生産し、4億トンの産業廃棄物が排出され

ている。併せて生活ごみを年間約5，000万トン発生させ

ている。4億トンの産廃は再利用や減量化処理されるが、

最終的に20％の8，000万トンをどこかに埋め立てなけれ

ばならず、東京ドームが毎年65個要る計算になる。ごみ

を発生させない産業が理想であるが、日本の経済構造が

変わらない限り、根本的には変わらない。産業がさらに

高度化すれば製品の歩留まりが悪くなり一層廃棄物が増

える。ドイツの自動車部品再利用法を真似すれば自動車

生産台数は激減し、自動車産業は構造不況に陥るなど、

W（廃棄物）＝R（資源）－P（製品）、つまり4＝20－16

の計算式を変えるためには、様々の問題が同時に生ずる。
一方社会的公平・公正の面からは、産廃処理の費用負

担、産廃処分場の場所と国民的合意、世界の法規制と貿

2

易公正との整合性、さらに公平の尺度等々、課題が山積

している。当面、環境にとり安全な処理技術で対応する

のが産廃処理の次善の策であり、これ以外妙案がないと

言わざるを得ない。

産廃は、可能な限り産業間で、エネルギー、化学・物

質原料を相互利用しながらリサイクルを図りつつ、それ

が不可能なものは、環境安全を図れる処理を施して処分

場に埋め立てるというのが望ましい姿（図1）で、その

処理技術の一つが溶融技術である（図2）。

溶融技術とは廃棄物を1250～1350℃の高温状態で溶

かすもので、多種の廃棄物が混合されたとき融点が変わ

り、また排ガスへの移行度合いが変化するという技術上

の課題がある0品質の良い溶融スラグが得られれば、成つ

分が水などに溶出することもなく環境上安全で、もし道

路資材として使えれば処分場は要らず一石二鳥となる。

排ガス処理ついては、二次燃焼で熱分解すれば窒素酸化

物やダイオキシンなどの問題もない。産廃処理に対する
一つの回答を示す技術である。

図1　産廃の処理フロー
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第4回講演会での許演

市民による環境測定活動

なぜ、身近な環境を測るのか。

生協などの市民団体では、大気や、水質などの簡易

測定を行っている。多くの市民はマスコミなどを通し

て環境問題に関心はあっても、身近なこととして捉え

ていない。「身近な環境を測ってみよう」とよぴかけ

る最大のねらいは、身の回りの環境問題に気付くきっ

かけづくりと位置づけている。

大気や、河川の水質などは気象条件で、大きく変動

するので、1日だけの測定値で必ずしも身近な環鍵が

わかるわけではない。測定項目も限られ、市民が今、

知りたいもの（たとえば、ダイオキシンなど）が軋れ

るわけでもない。測定することが、直接環境改善に役

立つわけでもない。

だが簡易測定法とはいえ、測定数が多くなると、平

均値では行政データに近いものが得られる8－－斉調査

によるマップ作成などを行えば、一層関心を高めるこ

とができる。また、思いがけず問題箇所が見つかる場

合も少なくない。数字で記録することにより、活動の

継続性や、面的な広がりも期待できる。

簡易パックと比色計

簡易パックは酸性雨のpHやCOI）、亜硝酸などを

測定するものがある。試薬が封入されたパックに、ピ

ンで穴をあけ、試料水を吸い込ませて、発色の度合い

を色見本と比べて濃度を割り出す。その場で結果が分

かるが、個人により見方の差がある、測定限界濃度が

高濃度の場合が多い、連続した数字が得られないなど

から、平均値や比較はむずかしい面がある。

比色計は発光ダイオード（赤、緑）を使って電流で

色の濃さを読みとり、標準液で作った検丑線から、濃

度を算出する。亜硝酸（＆二酸化窒素）、COD、リン

などが測定できる。空気に暴露したカプセルや、採取

した水を実験室に送り分析する。測定者に直接発色の

様子を見てもらえないが、かなりの低濃度まで連続し

て測定できるので、データ処理が容易になる。1日の

測定では、1地点の濃度より全体の中の自分の位置の

ほうが、適切な情報であろう。比色計は貸し出すこと

もできる。

大気汚染調査

私たちが実施している大気汚染調査は発色反応が鋭

敏で比色計で測定しやすい二酸化窒素濃度（NO2）を

測定している。二酸化窒素より、発ガン物質やアレル

ギーとの関連が疑われている浮遊粒子状物質を測定し

てほしいという声があり、濾解に吸着させる方法や、

佐藤　素子（環境カウンセラー・ちばコープ）

松葉の気孔を見る方法を試したが、いずれも非常に商

應度でないと分かりづらく、時間がかかる。浮遊粒子

状物質と　N02の主な発生源はともにディーゼル茸排

ガスであり、ほぼ連動しているので、N02を大気汚染

の指標としている。

6月と12月には千葉県の5生脇が合同で一斉調査

を行い、県全体のマップを作成している。県西部の汚

染が大きく、南部や東部では汚染が少なく、空気が良

いことを大：歩にしたいなどの感想が寄せられている。

また、ちばコープでは7月にも任意調査を呼びかけて

いるが、1人で何カ所も調べて、交通量とNO2濃度の

関係しらべや、農村の幹線道路と都会の住宅地の比較

など夏休みの自由研究に活かしているようだ。

最近は学校からの問い合わせが増え、市川市の大和

田ノ」、学校、茂原市の本納中学校で、課外授業として、

分析実験を含めた大気汚染を考える授業を行った。子

供たちはピンク色に発色する様子や、色の濃さを測る

器械に大変興味を持ち、空気をきれいにするにはどう

したらよいだろう、自然を大切にしたいなど活発な意

見が出た。

水辺の環境調査の実際

11月には、希望者による水辺の環境調査を行ってい

る。水辺の周りの様子や、動植物の様子をチャート表

を使って採点する自然度調査と採水した水を実験室に

送って比色計による水質調査をあわせて行う。身近な

水辺が意外に豊かな自然を持っていることや、水の汚

れが様々な要因で起こることに気付き、多様な環境保

全活動を展開しているグループが育っている。

環境測定活動のこれからの課題と可能性

環境測定は手軽であり、継続させることは比較的容

易だが、マンネリ化しやすい欠点もあり、他の環境保

全活動と組み合わせて、行うことが大切である。イベ

ントとして大勢の人に呼びかけた場合、データの集約、

問題発生時のカウンセリングなど、大変で、継続でき

ないこともある。

簡易測定を学校教育の中で活かしたいと思う。特に

中学校では社会に密着した学習が少なく、子供たちの

学習意欲が薄れる原因の一つになっているが、NO2測

定で燃焼や過酸化物質について学んだり、COD測定で

有機物や分解について学べば、興味をもって学習でき

るのではないだろうか。子供たちは毎年変わるので、

続けて測定することにマンネリ感がなく、地域の環境

変化の生きた証拠になるだろう。

3
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⑳消費者の権利を求めて25年　村上利子（環境カウンセラー）
千葉県消費者団体連絡会会長

“沈黙の春”は30年以上も前にアメリカのベスト

セラーになったレーチェル・カーソン女史の本です。

青虫だけを殺すはずだった農薬が、自然界を汚染し、

人間にも蓄積されていく様子を嘆いて、化学物質に頼

った現代の生活に危険信号を送った本人も、ガンで亡

くなりました。

その本に触発されて、アメリカ第35代大統領ケネ

ディ氏は次の4つの消費者の権利を提唱しました。

①安全が守られる権利　②知らされる権利　③選

択の自由がある権利　④意見が反映される権利

この名文は世界中にひろまり、消費者保護の流れを

作りました。同時に、ケネディ氏は「国民が購入した

品物やサービスが粗悪だったり有害だったら、ドルが

どぶに捨てられたのと同じであり、国家として損失で

ある。」と言われ、「どんな品物でも、市場に一旦売

りにだされたら、製造者はすべての責任は持たねばな

らない」として、製造物巽任法（PL法）ができたと

きいています。

日本でのPL法は、先進国の中で最後で東南アジア

でも導入されはじめて、ようやく1994年に成立しま

した。産業立国、企業優先の日本では企業に都合の悪

いことはみてみぬふりです。何年も陳情を繰り返しま

した。法ができれば、すべてうまく行くわけではあり

ませんが、まず法がなければ、悪徳業者と戦えません。

消費者のため、まず法を作ろうという意識のない為政

者ばかりの国の国民は本当に不幸だと思います。

さて、ある時、東京都で、学識者と企業側、消費者

のパネルディスカッションによばれ、消費者が自らテ

ストすることについて話す機会がありました。そこで、

私は消費生活相談の実例の中から衣類の収縮度につ

いて話しました。それに対し、企業側は「我々は何千

回もテストを繰り返して、製品を売り出している。一

度や二度のテストで評価してほしくない」とたかが、

消費者がといわんばかりに不平をのべました。学識者

の教授が、「何千回繰り返してもテストは均一の条件

で行われるが、消費者は均一の条件で使用しているわ

けではない。いろいろな生活の中で、複雑な利用をし

ている。消費者に喜ばれない商品を作っても、売れな

いのではないか」と意見を述べられました。

また、ある時は千葉市内の12の大型店を呼んでの

懇談会で、やはり級維製品の堅牢度のテスト結果を公

表したところ、評価の悪かった企業が「うちは何千回

もテストを繰り返している。10万枚の製品のうち、一

枚が悪いだけですべてが悪いように評価されては困

る」と怒りだしました。突然他社の前で評価表を突き

つけられたのですからちょっと力むのも無理ありま

せん。そこで私はまあまあと、「この表はたまたまの

評価でしょう。ただ、私たち消費者は労働の対価とし

て得た、お金の中から、あなたの社の製品を買い求め

たのです。どれだけテストしたとか、10万枚の一枚か

は問題ではないのです。消費者にとって、買った品が

100％で、悪かったら、運が悪いではすまされないの

です。もし、あなたが買ったテレビでもネクタイでも、

たまたま10万分の1で運悪く、粗悪品にあたったか

ら、我慢してくれといわれれば、どう思いますか。企

業の方の苦労はわかります。評価がよかったかたも、

10万分の1でよい品が評価されたのかもしれないの

だから、にこにこしないでほしい」と申しました。

最近の消費生活相談の中で増えているのが、契約を

巡るトラブルです。事業者と消費者では情報量や交渉

能力に大きな違いがあり、不当な契約を結んでしまう

ことがあります。消費者との契約について、取引の透

明性や、不適正行為の抑制、紛争処理の具体的処理を

盛り込んだ消費者契約法が1日も早くできてほしい

と願っています。

消費者間題は多岐に亘ってますます複雑化してい

ます。苦情の中に人の心も世相も知らされ、大変勉強

になります。安全である権利は水道水の安全性に始ま

り、ダイオキシンや環境ホルモンの問題などに見られ

るように、消費生活のありかたそのものを問うていま

す。みなさんと一緒に勉強し、安全な生活を目指した

いと思います。

「千葉県レッドデータブックー植物編」の発刊 

6月7日千葉県レッドデータブックー植物編が発刊され、県内市役所、図書館、県民センターなどに配られた。 

千葉県における植物の全生育種約3，800種のうち、絶滅のおそれありとされたのは約830種でおよそ22％に 

あたる‘。種の多様性のなかで、バランスを保ってきた生態系が試練に立たされている。 
■7月上旬には県環境財団（Tel：043－246－2078）から有償販売される予定。 

概要とリストは千葉県ホームページ（http：〝www，Pref，Chiba．ip／）で見られる。 
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77〟YJ、－．ヾ

環境影響評価法と

干葉県環境影響評価条例

地域の環境が著しく変わるおそれのある大規模開発や

河川工事などは、事前に環境影響評価を行うことが重要

であり、昭和59年から問詰決定要綱に従って環境アセス

がなされてきたが、平成9年に豪産紺卿穿（以下、

アセス法という）が成立し、平成11年6月12日から施行

された。

ア）対象は国が許認可を行う、一定規模以上の大規模開

発、道路、鉄道、河川、飛行場、廃棄物処分場、水

面埋め立てなどで発電所、在来鉄道、大規模林道等

が新たに対象事業となった。

イ）必ず環境影響評価を行う第1種事業の規模を定め、

約75％の規模の事業（第2種事業）は個別に知事の

意見を聴いて環境影響評価の実施の必要性を判定す

る。（スクリーニングの導入）

ク）まず、事業者が、調査方法について環境影響評価方

法書を作成し、関係自治体、住民の意見を聴く。（ス

コービングの導入）

エ）つづいて、事菜者は環境影響評価準備聾を作成する

が、準備春の記破事項を充実させた。

◆　調査する環境は、公害と自然環境のほか、「人

では、必要に応じて言えることになった。

キ）評価の基本的な考え方

◆　基準・目標を考慮しつつ、当該事業に伴う環境

影響の程度を客観的に記載する。

◆　実施可能な範囲で環境への影響をできる限り

回避し低減するものであるか否かの視点を取

り入れる。

◆　環境保全措置は、複数案を比較検討したり、実

行可能なよりよい技術が取り入れられている

か否かの検討を通じて、その穿当性を検証し、

環境保全措置の検討の経過を明らかにする。

ク）法律施行前に免許等を受けた事業やすでに環境アセ

スが終了している事業でも、事業者が環境影響評価

を再実施することができる。

ケ）アセス法対象事業に対する地方公共団体における手

続について、アセス法の規定に反しない限りで、条

例で必要な規定が定められる。

環境庁のホームページht旬：〟202．33．38．67／ea皿etノには、

環境影響評価情報支援ネ　ット　ワ　ーク

（http：／／www．eic．orjp／eanet／asseSSment／）があり、環

境影響評価の関連情報、アセス法に基づく手続き情報、

事例検索、評価書の閲覧サービスがある。

千柴県においても、指導変調に基づいて環境アセスが

実施されてきたが、継続性に配慮しつつ、アセス法の仕

組みを取り入れた醐脚案野（以下、条例
という）が平成10年6月19日に公布された。

と自然との盈かな触れ合い」や囁燐への負荷J　ア）条例では20種類の対食事菜とその規模を定めてお

を加えた。

◆　環境影響評価を行ったにもかかわらず、環境影

響の内容や程度が明らかにならなかった項目

を記叔する。

◆　環境保全対策や代替案の検討（ミティゲーショ

ン）の経過を記述する。

十　番後調査に係る記述を記載する。

◆　環境影響評価委託先の名称を記述する。

オ）準備書を縦覧後、住民が意見提出できるが、住民の

地域限定が撤廃され、住民参加の範鴎が拡大した。

（海外からも可）意見提出の機会が方法啓段階と準

備書段階の2回になった。

カ）事業者は、評価番を作成するが、公告前に環境庁長

官や許認可等を行う行政機関の意見を受けて、評価

書を再検討し補正をすることが導入された。閣議ア

セスでは、環境庁長官は主務大臣から意見を求めら

れたときしか意見を述べられなかったが、アセス法

り、アセス法のスクリーニングで実施されないこと

になっても、アセス法が対象とする規模より小さい

事業も環境影響評価が実施される。また、対象事業

にはアセス法には含まれない、廃棄物処理施設、し

尿処理施設や工場なども含まれる。

イ）環境影響評価方法番の作成とスコービング、意見提

出者の地域限定の撤廃、準備春の記載事項、評価の

基本的な考え方、評価罫の再検討及び補正等、アセ

ス法と同じである。

ウ）学識経験者で構成されている千葉県環境影響評価委

員会が設置され、環境影響評価方法書、準備春に対

する知事の意見に係る諮問が行われる。

エ）事後調査に関し、工事着手届があった場合、環境の

状況その他の事情により必要と認めたとき、知事は、

調査を実施し、その結果を記載した「補充調査報告

啓」の提出を指示することとなっている。

5
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（前ページから続く）　　　　　　　　　　　　　　　　　準備番が30日間、評価書が15日間になっている。意

≪環境影響評価方法書、準備藩及び評価啓の公告は、　　見番の提出は、縦覧期間満了の日の翌日から起算して

千葉県報に記載され、縦覧期間等は関係市町村の広報　　15日を経過する日までとなっている。≫

に記徹される。縦贋期間は、環境影響評価方法書及び　　　　　　　　　　　（甘利正許　環境カウンセラー）

㊨　環境マネジメントシステム研究会を始めました

環境マネージメントシステムは、工藤や事業者が環境

に関する方針を自ら設定し、これらの達成に向け取り組

むことで、環境コストの把握、汚染物質排出畳の削減や

リサイクル、従業且の意識向上など様々なメリットがあ

る。このため、製造業だけでなく、自治体やサービス業

などあらゆる方面で、導入、構築、I SO14001認

証取得への取り組みがなされている。

環境カウンセラー千葉県協議会でも、環境問題改啓の

有効な手法として関心が高く、今年2月の第2回総会で

の調査研究部会新設を受け、運営委員、環境監査有資格

者らが「企業、自治体などの環境マネジメントにどのよ

うな支援活動が出来るか」を課題として、環境マネジメ

ントシステム研究会を発足させた。

第1回研究会は4月25日に行い、14名出席、有馬、

鹿川両氏より現状説明後、意見交換を行い、「今後の研

究課題は何か」と、アンケートを行うこととなった。ア

ンケートは有資格者を中心に40部発送し、29部回収し

た。続いて第2回研究会を5月23日に行い、17名出席、

アンケート集約、意見交換を行った。

各カウンセラーの多様な立場から意見が出され、一つ

の方向を出すことはむずかしいが、逆に、多様な立場の

人々のネットワークを活かして、講習会、初期カウンセ

リングと外部専門機関の紹介、中小企業向け環境評価プ

ログラムの導入支援などに支援を方向付けていくことが

可能ではないかと思われる。

他県の協議会でも、講習会の実施、補助金融資制度利

用など、支援に租極的に取り組んでおり、千葉県もニー

ズは高いと考えられる。行政との協力も協議会の果たす

役割かと思われる。

研究会とはいえ、まだ発足したばかりであり、本件に

関心のある方々の積極的な支援、活動参加をお願いしま

す。（調査研究部）

連絡先

環境マネージメント研究会リーダ　林　正徳

Fax＆Tel O43（265）0277

E－ma址ma上aya勅bm．net

★環境学習研究会発足へ

持続可能な社会構築のために、いま、ライフスタイ

ルの変革が求められ、環境学習の重要性が高まってい

ます。しかしながら、環境学習はまだまだ個人の努力

でなされ、社会に浸透するに至っておりません。

環境カウンセラーの多様な人材を活かして、環境学

習の新しいネットワーク、および、相互研修を目指し

て、当協誌会でも環境学習研究会を発足させたく、準

備を進めております。

すでに環境学習を実施されている方、また、関心を

お持ちの方は、是非ご連絡下さい。

連絡先　調査研究部　田中Tel＆Fax：043－265－8533

☆広報へのこ意見、原稿の募集

広報へのご意見、環境カウンセリング実施例、重大

な環境情報など、Faxまたはメールでお寄せ下さい。

Fax：0471－63－1554（室中）

Eメール：YMURON＠aol．com

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協議会に賛同する個人、団

体の賛助会員を募集しています。

会費：個人1口3，000円　団体1口10，000円

環境カウンセラー千葉県協議会会報　　　　第5号　（発行日1999年6月30日）

事務局：千楽市中央区本町1－4－24律谷公輔方

Tel：043－224－4031　flax：043－224－4031

郵便振替口座：00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい。）

編集：環境カウンセラー千葉県協読会広報部会（佐藤、室中、久本、大山、辻川、甘利）

会員数：94名　　賛助会員：6名


